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e-RT3 2.0
- 「eMbedded M@chine-Controller e-RT3 ファミリー」の
　最上位機種として登場
- 小型コントローラに32bitRISCプロセッサを搭載し、
　各種演算能力が飛躍的に向上
- VxWorksに対応し、豊富な外部インタフェースによる
　拡張性を兼ね備えた、トータルバランスに優れたコントローラ

業種
- 産業用機器

ソリューション
- Wind River Platform for Industrial Devices, VxWorks Version

ウインドリバーはスマートデバイス搭載ソフトウェアの最適化（DSO）をワールドワイドに提供するリーディングカンパニーです。
企業がスマートデバイスに搭載するソフトウェアを、品質および信頼性のさらなる向上を実現しつつ、
リーズナブルなコストで開発することを可能にし、早期にマーケットへ投入することを支援します。 

横河電機株式会社（以下、横河電機）は、計測･制御・情報

をテーマにビジネスを展開し、長年培った技術で市場を

リードする企業です。FAで得た経験とノウハウを軸とし

たPLC市場への参入は成功を収め、後発ながら市場で大

きな地位を獲得しています。成長の源は、常に新しいコ

ンセプトを市場投入することで、さらにPLCとは異なる

プログラミング文化に対応するコントローラ「e-RT3」を

誕生させました。VxWorksに対応する最上位コントローラ

「e-RT3 2.0」にも、斬新なコンセプトが詰め込まれています。

　世の中で最も進んでいる産業界に優れた製品を提供したい――。

横河電機は、こうした思いでプラント制御やFAの分野に足跡を残し

てきました。FAコンピュータ分野では約30年間にわたり、第一人者

として存在感を維持。その後、安価な製品が登場してきたFAコン

ピュータから、PLC分野へと軸足を移すことになりました。

　PLCに参入したのは1989年。3年後には、世界最小のレンジフリー

コントローラ「FA-M3」（後のFA-M3R）を発売するなど、PLC市場

に新しい視点からさまざまな商品を提供しています。中でも、「機能

ブロック」と呼ばれるプログラム構造体の概念や、短時間のスキャ

ンタイムを保証する「センサコントロール」機能は、同社が初めて提

案した機能として、PLC業界で広く認知されています。

　横河電機 IA事業部 システム事業センター PLC企画 佐藤 智義

氏は、次のように話します。

　「元々FAコントローラをやってきた技術者が主体となってPLC事

業を立ち上げたことが、われわれの独自性であり、強みです。ラダー

言語しかなかった市場に、構造化プログラミングの概念を持ち込

み、お客様のニーズに応えることができました。そして、e-RT3によ

りコントローラの第二の柱を築きました」

　また、オープン化への取り組みも、PLC市場への参入以来変わら

ない横河電機の文化。同社は、市場で主流になりつつある技術をす

べて取り込む方向で製品企画を行っているといいます。さらに、最

低限の部品を提供して、顧客が自由に残りの部分を作ることも許容

しています。自由なカスタマイズ、オープンな開発環境、そしてネット

ワーク。この3つをオープンにすることが、同社がめざす真のオープ

ン化を表現しています。

●FAの技術をPLCに展開
　高性能化するPLCは、VMEを置き換える存在としても注目される

ようになってきました。ところが、一般的なPLCは、ラダー言語を使

用して開発する必要があります。既存のVMEボードなどで使用して

いるプログラムはC言語で書かれていることがほとんどで、スムーズ

かつ低コストな移行を実現できないことが課題でした。

　つまり、一般的なPLCのアーキテクチャでは、コントローラを変更

する際に発生する、既存のプログラム資産を流用して移行コストを

抑えたいというニーズや、これまで使ってきた信頼性の高い

VxWorksを継続して利用したいというニーズに応えることができな

かったのです。

　横河電機は、FAでの経験を生かすことで、そうした顧客の声に応え

られる製品を開発。2001年、FAコントローラでリアルタイムOSを使

用してきた経験を詰め込み、リアルタイムOSのアーキテクチャに適

したVxWorks対応のCPUモジュール「RTOS-CPU」を発売しました。

　これを成功に導いたのは、マルチCPU構成を可能にする技術で

す。当時、多くの企業では、装置設計にあたり、自製ボードとPLCを

どちらも組み込む仕様にしていました。こうした装置のコントローラ

移行にあたり、RTOS-CPUとシーケンスCPUモジュールをマルチ

CPU構成で使用することで、省スペースで顧客ニーズを満たすこと

のできる装置制御を可能にしたのです。

　「製造装置に組み込む製品ですから、小型で、省電力であること

が必要です。従来なら自製ボードとPLCが必要だった装置が、われ

われの技術でひとつのコントローラとしてまとめられることになる

わけです」（佐藤氏）

●VxWorksの選択は信頼性と顧客の声から
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横河電機株式会社
本   社： 〒180-8750 東京都武蔵野市中町2-9-32
T E L：（0422）52-6248 （e-RT3営業相談窓口）
F A X：（0422）52-6185
U R L： http://www.e-RT3.com

YOKOGAWAは、計測・制御・情報を技術ドメインとして成長を続ける企業です。そこで
培った技術を活用し、多数の応用製品も生み出してきました。製品を提供するメーカー
としての枠を超え、企業活動全体を対象に総合的ソリューションを提供しています。

横河電機株式会社
IA事業部
システム事業センターPLC企画

佐藤 智義 （さとう ともよし） 氏

　RTOS - CPUの成功を受けた20 04年、同社は「eMbedded

M@chine-Controller e-RT3」を発表。それまでは、明示的な「C言語

プログラミングコントローラ」という愛称で、市場に浸透していきまし

た。2007年、その最上位機種として「e-RT3 2.0」が登場しました。

e-RT3 2.0では、CPUにPowerPCを採用し、性能を2倍以上にしなが

ら、従来機種より小型にすることに成功しています。

　佐藤氏は、「VMEやCompact PCIは、筐体のサイズが大きいです

し、ファンもあって多くの電力を消費します。e-RT3 2.0はわれわれの

最上位機種。これで必要十分な性能を得られる分野は多いはずです」

と話します。

　もちろん、リアルタイムOSは、VxWorksに対応しています。

　「高い信頼性が求められる分野で使われる機種ですから、サポー

トがしっかりしていて、実績もあるVxWorksに対応しています。お客

様からもVxWorksに対応してほしいという多数の声が届いていたこ

とも、数あるリアルタイムOSの中からVxWorksを選んだ背景にあり

ます」（佐藤氏）

●最上位機種「e-RT3 2.0」の登場

　e-RT3 2.0は、CPUモジュールに直接接続できるインタフェースを

搭載し、ボトルネックになることが多い通信制御をリアルタイムに近

づける工夫がされています。また、お客様独自のカスタムモジュール

を容易に開発できる仕組みを用意しているため、差別化できるコン

トローラに仕上げることが可能です。カスタマイズしたハードウェア

と最適なミドルウェアとの組み合わせにより、たとえば高機能・高性

能・高速性を求められる画像処理などの分野で威力を発揮すること

が期待できます。

　半導体製造装置であれば、e-RT3 2.0にグラバーモジュールと位

置決めモジュールを実装し、カメラを接続することにより、ウエハの

ズレに対して、画像処理からアラメントまでの一連動作をe-RT3 2.0

だけで行うことが可能に。これにより、制御システムの省スペース化、

低消費電力化に貢献します。

　さらに、開発期間の短縮も期待できそうです。ハードウェアとリア

ルタイムOSのサポートをすべて横河電機とウインドリバーで担当で

きるため、顧客となる装置メーカーはアプリケーション開発に専念

できるのです。

　e-RT3は、お客様と多くのコミュニケーションを取り、ハードウェア、

ソフトウェアといった単体での視点ではなく、最適な装置コントローラ

となるためのソリューションを取り込み飛躍し続けて行きます。

　佐藤氏は、「製造装置の中の制御・情報処理・演算処理の部分を

ひとつのコントローラで実現し、 お客様の要求をすべて満たしたい

ですね」と話しています。

●すべてを1つのコントローラで実現したい

●飛躍し続ける”e-RT3”ーーお客様とのコミュニケーションをとりながら、
　　　　　　　　　　　  最適の装置コントローラソリューションを実現

横河電機株式会社

Customer Success Story
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